


　「第15回 令和4年度 ネットの安全・安心けいはつコンクール」へたくさんの作品をご応募いただきありがとうござい
ました。作品応募総数は667点（参加人数818名）でした。

作品応募数

審査会の様子

受賞作品を展示いたしました

メタバース空間を利用した作品展示

オンライン表彰式

　新型コロナウイルス感染症に関わる諸般の事情を鑑み、前年度に引き続き令和4年度も表彰動画を作成し、オンライ
ンで視聴していただく「オンライン表彰式」を実施いたしました。
　視聴期間：令和5年2月20日(月)～3月7日(火)

第15回  令和4年度

◇ 佐賀市アバンセ 展示ギャラリーにて

　展示期間：令和5年2月22日(水) ～2月28日(火) 

　 株式会社NTTコノキューが提供する仮想空間プラットフォーム「DOOR」を利用して、今回初めて、メタバースでの

作品展示を試みました。（令和5年2月20日(月)公開）
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ネット社会に生きる子どもたちを対象に、望ましい情報化社会の創造に積極的に参画しようとする態度の
育成を目的として「パソコンやスマホ、タブレット、ゲーム機などのネットの安全な使い方」を啓発するポス
ター、動画及び啓発動画の感想文を募集します。

【募集期間】令和4年10月3日（月）～令和5年1月13日（金）

ポスター 部門

啓 発 動 画 感 想 文  部 門動 画 部 門

【募集対象：佐賀県内の小・中・高校の児童生徒】
１）小学生の部　　　　２）中学生の部
３）高校生の部　　　　４）おとなと子どもで共同制作の部※
　※ご家庭で、お子様と一緒にネットの望ましい使い方を話し合いながら、ポスターを創っていただきたいと考えて、
　　おとなと子どもで共同制作の部を設置しています。

用紙サイズは八つ切り画用紙（271㎜×391㎜）、又はB4判（257㎜×364㎜）からA3判（297㎜×420㎜）とし、縦横は自由。
　※コピー・デザインなどの表現方法は自由ですが、平面作品に限ります。
　【注意】規定用紙サイズ以外は、審査の対象外となりますのでご注意ください。

【佐賀県内の小学生以下】
実行委員会が課題として提示した啓発動画の感想文を400
字以内にまとめて、所定の原稿用紙で提出してください。

※課題動画および応募用紙は、下記のWebページを
　ご覧ください。

　　ネットの安全・安心けいはつコンクール
　　https://www.it-saga.jp/contest/
　　　　【 けいはつコンクール 】で検索

【佐賀県内の小学生・中学生・高校生】
個人またはグループで応募可
◆映像の長さ…約 90秒 以内
　※多少の秒差は構いません
◆ファイル形式…WMV・MP4・MOV・AVI等
　※他の形式の場合はご相談ください。
◆映像の種別…実写・アニメーション可
◆動画サイズ…フルHD（1920×1080）以下
　※1枚の記憶媒体（DVDなど）に収められる範囲内
◆コンクール公式LINEでの応募も可。受賞した際には
　原本の提出をお願いしますので、必ず原本を保存し
　ておいてください。

対象・部門・応募規定

応募方法

応募用紙に必要事項を記入の上、ポスターの場合は作品裏面に貼付して、動画の場合は記憶媒体のケースに貼付して、
下記「ネットの安全・安心けいはつコンクール」までご郵送またはご持参ください。

【郵送の場合】（令和5年1月13日消印有効）
〒840-0804　佐賀市神野東二丁目1-25　NPO法人ITサポートさが
　　　　　　ネットの安全・安心けいはつコンクール事務局　宛

【持込みの場合】（令和5年1月13日 18時まで）
〒840-0804　佐賀市神野東二丁目1-25　グレイスモナージュ2F　ITサポートさが事務局（佐賀駅北口徒歩2分）

　　※応募用紙は「ネットの安全・安心けいはつコンクール」Webページよりダウンロードしてください。
　　　　　　URL　https://www.it-saga.jp/contest/　　【 けいはつコンクール 】で検索

募集要項

第15回　令和4年度 ネットの安全・安心けいはつコンクール

佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校　2年

永渕   さん
● キャッチ
そのクリック　ちょっと待った！

● 受賞者コメント
今回はネットの使い方の呼びかけのポスターでしたのでパッと目につく色使いを意識して配色を行いま
した。メッセージの伝わりやすさと同時に、見た人の受け取る印象があまりネガティブなものにならない

ように、ポップなモチーフを使ってデザインしたのがこだわりです。

● 審査員コメント
SNSに投稿された不適切動画をめぐる炎上案件が続発し世間の注目が集まっています。不用意な情報発
信のリスクを避けるためには、発信前に一度立ち止まって考えることが大切です。このポスターは干支の
ウサギの可愛らしいキャラクターを使って、情報発信前の立ち止まりを訴えています。これらの点が高く
評価され、佐賀県知事賞を受賞しました。

佐 賀 県 知 事 賞
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育
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教
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学
校  
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太
田  
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【受賞者コメント】
SNSやインターネットを使う中で、投稿ボタン、登録ボタンを何も考えずに
押してしまうとトラブルが起きてしまう可能性があります。なので、そのよ
うな危ないことがないように「一度立ち止まって考えよう」ということを伝
えたくてこのポスターをかきました。

【審査員コメント】
携帯電話やパソコンは私たちの暮らしを劇的に変え、今日、SNSやネット
ショッピングなどを子どもから大人まで誰もが当たり前のこととして利用し
ています。他方で、これらの中には様々な危険も潜んでおり、利用の際は立ち
止まってよく考えることが大切です。この作品はそのことを一目で分かりや
すく訴える大変素晴らしい作品です。

佐
賀
県
警
察
本
部
長
賞

佐
賀
女
子
高
等
学
校  

1
年    

真
﨑  

さ
ん

【受賞者コメント】
私は、指一本だけでも加害者になってしまうネットの怖さを描きました。たっ
た一つの行動で加害者と被害者が決まるこの世界、私たちはそういうことを
頭に入れながらネットを使わなければならないと思いました。

【審査員コメント】
スマートフォンやSNSは、自分の世界を広げることができる優れたツールで
す。一方で使い方を誤ると、トラブルや犯罪被害に巻き込まれることがあり、
場合によっては誰かを攻撃してしまうこともあります。この作品は、指一本の
操作で簡単に加害者になってしまう危険性を言葉と画力でシンプルに表現し
た見事な作品です。

佐
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長
賞

佐
賀
女
子
高
等
学
校  

3
年    

三
村  

さ
ん

【審査員コメント】
インターネットの利用は、大変便利で楽しいものですが、載せた情報が誹謗中
傷や住所の特定などに利用される恐れがあります。そのことをわかりやすく

「楽しく正しく使うには？」を標題にして、友達を含めた個人情報の取り扱い
について注意を訴える作品です。

佐
賀
大
学
教
育
学
部
長
賞

附
属
中
学
校  

2
年    

藤
嶋  
さ
ん

【審査員コメント】
インターネットは通信手段でありながら、現代社会の最も身近な社会基盤で
す。ネットのルールを身に着けるためには、倫理や道徳規範だけではなく情報
モラルと情報セキュリティも学ぶ必要があります。この作品は、我々の現代と
未来がネットルールを守ることで成り立つことを伝えてくれています。

佐
賀
県
高
度
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化
推
進
協
議
会
賞
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ー
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園  

年
長    

小
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さ
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【審査員コメント】
昨今インターネットを利用するうえで、匿名性の悪用や信ぴょう性のない情
報の拡散、依存症の問題など深刻な社会問題となっていますが、この作品は本
来のインターネット利用の「あるべき姿」を幅広い世代の人たちへ伝えること
ができる素晴らしい作品だと思います。

佐
賀
県
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議
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長
賞
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学
校  
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年    

宮
﨑  
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【審査員コメント】
インターネットでは、甘い言葉で巧みに個人情報を入力させることがありま
す。また、品物やお金を取られて、相手からもらえるはずだった品物などが送
られてこないこともありますので、注意したいものです。これは大人にも当て
はまり、はっとさせられる作品です。

佐
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県
商
工
会
連
合
会
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小
学
校  

5
年    

村
尾  

さ
ん

【審査員コメント】
インターネットは大変便利な反面、真偽不明な情報や詐欺などの犯罪を目的
としたサイトなど、様々な危険をはらんでいます。この作品はこうした危険性
を注意喚起するとともに、情報化社会を生きる私たちに正しい情報を見極め
る力、情報リテラシーの重要性を訴える大変素晴らしい作品です。

佐
賀
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
賞

佐
賀
女
子
高
等
学
校  

1
年    

植
松  

さ
ん

【審査員コメント】
スマートフォンでのインターネット利用は、身近なものだからこそ、特に注意
が必要になります。例えばネットショッピングではタップひとつが契約行為
となり、SNS利用では書き込むときも読むときも正しい判断が求められます。
本作品はインターネットが持つ怖さを表現されている、啓発作品として大変
素晴らしいものでした。
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佐
賀
県
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
協
議
会
賞

佐
賀
女
子
高
等
学
校  

2
年    
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【審査員コメント】
普段何気なく情報通信機器を利用していますが、現実だけでなくインター
ネット上においても多様な情報が拡散されるリスクがあることを示してお
り、正しい知識を身に付けて、情報セキュリティの重要性を一人ひとりが認識
しないといけない、というメッセージを伝える素晴らしい作品だと思います。

佐
賀
県
放
課
後
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童
ク
ラ
ブ
連
絡
会
賞

有
田
中
部
小
学
校  

1
年    

小
松  

さ
ん

【審査員コメント】
このポスターには、「みんなでなかよくインターネット」と大きく描かれてい
ます。このメッセージが多くの人に届くといいなと思って選びました。蝶々や
うさぎなど、周りにはかわいい仲間がいっぱいです。みんなでなかよくなるた
めに、世界中のみんなが幸せになるために、これからもインターネットを使っ
て多くのことを学んでください。

佐
賀
新
聞
社
賞

脊
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中
学
校  

3
年   

橋
本  

さ
ん

【審査員コメント】
情報化社会・ネット社会と言われて久しいですが、インターネットの匿名性
や攻撃性による悲しい表現や書き込みは減ることはなく、あらためて一人ひ
とりに情報モラルが求められています。そのような中で、本作品はSNSの先に
いる利用者への思いやりや、誰もがSNSを楽しんでもらいたいという気持ち
があふれる素敵な作品でした。

サ
ガ
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レ
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賞

白
石
中
学
校  

1
年    

山
口  

さ
ん

【審査員コメント】
現代は、スマホやパソコン等からインターネットを経由して様々なサービス
を提供する時代です。人間社会の基盤は古来から倫理や道徳規範を守ること
で成り立っています。この作品は、現代のネットを活用した生活で情報機器を
操作する際に情報モラルや情報セキュリティの理解と順守が大切であること
を伝えています。

Ｉ
Ｔ
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赤
松
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学
校  

3
年    

吉
村  

さ
ん

【審査員コメント】
ゲーム障害が病気に認定されて4年目になります。ゲーム障害の治療を専門
的に行っている医療機関は少数で、粘り強い治療が必要なため、何よりも予防
策が大切だと言われています。このポスターは「やめられない･･･になるまえ
に」と言うメッセージでゲーム障害予防をわかりやすく訴えています。この点
が評価され、ITサポートさが賞を受賞しました。

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
さ
が
賞

唐
津
青
翔
高
等
学
校  

2
年    

宗
田  

さ
ん

【審査員コメント】
インターネットを利用している時、サイトからサイトへあるいは動画から動
画へと渡り歩くように閲覧を続けたことはありませんか。自分で情報を選ん
でいると思っているけど誘導されているのではない？このポスターは、そん
なメッセージを伝えている点が高く評価され、ITサポートさが賞を受賞しま
した。

小
学
生
部
門
賞

富
士
小
学
校  

5
年    

姉
川  

さ
ん

中
学
生
部
門
賞

有
田
中
学
校  

2
年    

中
島  

さ
ん
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佐賀市長賞
附属中学校   2年　 青木  さん

唐津市長賞
納所小学校   6年　 井上  さん

鳥栖市長賞
田代中学校   2年　 鈴木  さん

多久市長賞
東原庠舎中央校   8年　 内田  さん

吉野ヶ里町長賞
三田川中学校   2年　 佐藤  さん

伊万里市長賞
敬徳高等学校   2年　 高取  さん

基山町長賞
東明館中学校   1年　 土橋  さん

武雄市長賞
山内東小学校   6年　 犬走  さん

玄海町長賞
唐津青翔高等学校   3年　 古舘  さん

高
校
生
部
門
賞

佐
賀
女
子
高
等
学
校  

2
年    

筒
井  

さ
ん  

お
と
な
と
子
ど
も
で
共
同
制
作
部
門
賞

あ
か
さ
か
ル
ン
ビ
ニ
ー
園  

年
中    

川
尻  

さ
ん  

佐賀県ケーブルテレビ協議会

有田ケーブル・ネットワーク株式会社
伊万里ケーブルテレビジョン株式会社

株式会社ぴ～ぷる
唐 津 市

株式会社 ケーブルワン
西海テレビ株式会社

佐賀シティビジョン株式会社

株式会社 多久ケーブルメディア
株式会社 テレビ九州
株式会社 ネット鹿島

株式会社 ネットフォー
藤津ケーブルビジョン株式会社

株式会社ＣＲＣＣメディア
九州通信ネットワーク株式会社

佐 賀 市
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鹿島市長賞
鹿島高等学校   1年　 松本  さん

神埼市長賞
神埼中学校   1年　 和泉  さん

大町町長賞
白石高等学校商業科キャンパス   2年

峰松  さん

小城市長賞
小城中学校   1年　 野田 さん

有田町長賞
有田中学校   1年　 川原  さん

白
石
町
長
賞

白
石
中
学
校   

１
年　

 

松
尾  

さ
ん

小学生部門　入選
春日北小学校  1年　 上村  さん

小学生部門　入選
富士小学校  5年　 内野  さん

中学生部門　入選
白石中学校  1年　 木下 さん

小学生部門　入選
大坪小学校  3年　 加茂  さん

小学生部門　入選
納所小学校  6年　 江川  さん

中学生部門　入選
附属中学校  2年　 嬉野  さん

小学生部門　入選
開成小学校  4年　 市田  さん

中学生部門　入選
附属中学校  1年　 江口  さん

小学生部門　入選
開成小学校  4年　 高橋 さん

中学生部門　入選
白石中学校  1年　 江口  さん

中学生部門　入選
田代中学校  2年　 石本  さん

ＴＥＬ ０９５５-２２-３５０６
受付時間 :am９:００～ｐｍ６:００ 〔日曜日･祝日除く〕伊万里ケーブルテレビジョン（株）
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優秀賞
【写真あげたらあぶないよ。】

三日月中学校 2年　コスモス
(古賀さん・澤山さん
 香月さん・安本さん)

優秀賞
【はい、特定しちゃったよ】

三日月中学校 2年　S(ズ)
(樋口さん・北村さん
 諸江さん・吉田さん）

動 画 部 門

動画部門 最優秀賞
【ネット相撲】

武雄市立北方小学校　SRチーム
（2年 梅田さん・6年 梅田さん） 

試験オンラインお申込み受付中！各資格試験認定会場 パソコンスクール エヌビーコム
佐賀市神野東2-1-25  2F(佐賀駅北口徒歩2分)TEL 0952-34-4221

資格を取って
パソコンスキルを証明！

高校生部門　入選
鳥栖商業高等学校  3年　菅原  さん

高校生部門　入選
敬徳高等学校  2年　 山内  さん

高校生部門　入選
佐賀女子高等学校  2年　 龍  さん

高校生部門　入選
有田工業高等学校 定時制 3年  小栁  さん

高校生部門　入選
佐賀女子高等学校  2年　 馬渕  さん

高校生部門　入選
有田工業高等学校 定時制  3年  宮副  さん

高校生部門　入選
伊万里実業高等学校商業キャンパス  3年   堀田  さん

高校生部門　入選
有田工業高等学校 定時制  3年  山口  さん

高校生部門　入選
厳木高等学校  3年　 梅木  さん

中学生部門　入選
附属中学校  2年　 仮屋  さん

中学生部門　入選
城南中学校  3年　 西村  さん

受賞作品は、ネットの安全・安心けいはつコンクール公式HPにて公開しています。
ぜひ、力作の作品をご覧ください！ https://www.it-saga.jp/contest/

入選
「責任」

佐賀西高等学校演劇部
(9名)

入選
「長時間・利用依存性」

金泉中学校 3班
たねいちーむ (4名)

入選
「スマホ依存症」

三日月中学校 
スマホ警察 (4名)

入選
「スマホとお金」

三日月中学校 
なし (4名)

↑作品を見ることができます。
（Youtubeにて公開中）
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ん
つ
か
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
先
生
は
冬
休
み
に
は
い
る
前
に
、
じ
ぶ

ん
の
じ
ょ
う
ほ
う
が
な
が
れ
て
し
ま
っ
て

わ
る
い
人
が
家
に
き
た
じ
け
ん
の
こ
と
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
こ
わ
か
っ

た
で
す
。

　

ど
う
が
の
中
で
も
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
し

え
て
、
友
だ
ち
に
デ
ー
タ
を
け
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し
だ
っ
た
ら
お
こ
り

ま
す
が
、
き
っ
と
先
生
に
言
っ
た
ら
「
お
し

え
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
」
と
こ
と
ば
を
か
え

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

パ
ス
ワ
ー
ド
は
お
う
ち
の
カ
ギ
の
よ
う

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
カ
ギ
を
ほ
か
の

人
に
わ
た
し
た
り
、
な
く
し
た
り
し
た
ら

じ
け
ん
の
た
ね
に
な
り
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
学
し
ゅ
う
は
楽
し
い
で
す
。
学
き
ゅ
う

へ
い
さ
の
と
き
も
べ
ん
き
ょ
う
で
き
ま
し

た
。

　

わ
た
し
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
中
に
は
、
お

う
ち
も
教
室
も
あ
り
ま
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド

は
か
ぞ
く
と
友
だ
ち
、
そ
し
て
じ
ぶ
ん
を

守
る
わ
た
し
だ
け
の
カ
ギ
で
す
。

　

こ
の
動
画
を
見
て
ぼ
く
は
、
ゲ
ー
ム
自

体
は
い
い
け
れ
ど
、
そ
の
使
い
方
に
よ
っ

て
人
間
生
活
が
、
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
を
す
る
前
に
、
何
時
間
し
た
り
、

ど
こ
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
い
か
な
ど
を
親

と
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
そ
の
ル
ー
ル
を
き

ち
ん
と
守
る
と
成
功
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ぼ
く
は
今
、
成
績
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
十
時
過
ぎ
に
ね
て
い
た
り
、
夜
九
時

を
過
ぎ
て
も
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
も

う
一
度
ル
ー
ル
を
見
直
そ
う
と
思
い
ま
し

た
。
ね
る
時
間
は
、
十
時
ま
で
。
ゲ
ー
ム
を

す
る
前
に
、
宿
題
な
ど
や
る
べ
き
こ
と
を

き
ち
ん
と
し
て
か
ら
や
る
と
決
意
し
ま
し

た
。
で
き
な
か
っ
た
ら
、
三
日
間
ゲ
ー
ム
は

し
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
残
り
少
な
い

小
学
校
生
活
で
す
が
、
ゲ
ー
ム
の
使
い
方

次
第
で
、
結
果
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
決
め
た
ル
ー
ル
を
意
識

し
て
、
ゲ
ー
ム
も
楽
し
み
な
が
ら
良
い
結

果
を
残
し
た
い
で
す
。

　

私
は
ゲ
ー
ム
機
が
ほ
し
い
で
す
。
お
母

さ
ん
は
、「
時
間
を
守
る
こ
と
」「
や
る
べ
き

事
を
先
に
す
る
こ
と
」
が
で
き
た
ら
買
っ

て
も
い
い
よ
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
で

も
私
は
不
安
で
す
。

　

ア
キ
ラ
君
の
よ
う
に
よ
ふ
か
し
し
た

り
、
ご
は
ん
の
時
間
に
な
っ
て
も
ゲ
ー
ム

か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
小
学
生
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
機
の
中
に
は
時
間
が
来
る
と
電

源
が
切
れ
る
機
能
や
親
が
自
由
に
設
定
で

き
る
も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
デ
ー
タ
が

消
え
た
！
」「
も
う
少
し
で
ク
リ
ア
で
き
た

の
に
！
」
と
親
と
ケ
ン
カ
し
た
話
も
学
校

で
よ
く
聞
き
ま
す
。
み
ん
な
は
ど
う
や
っ

て
ゲ
ー
ム
と
付
き
合
っ
て
い
る
の
か
き
い

て
み
て
お
母
さ
ん
と
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
の
み
り
ょ
く
は
世
界
と
つ
な
が

る
と
こ
ろ
で
す
。
私
の
お
父
さ
ん
は
仕
事

で
ア
フ
リ
カ
に
き
ん
む
し
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
ま
ち
合
わ
せ
て
、
一
緒
に

あ
そ
ん
で
み
た
い
で
す
。
ネ
ッ
ト
に
は
不

安
や
こ
わ
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
。

　

や
は
り
、
私
は
ゲ
ー
ム
機
が
ほ
し
い
で

す
。

啓 発 動 画 感 想 文 部 門

　

ぼ
く
は
今
、
家
で
ゲ
ー
ム
を
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
宿
題
の
プ
リ
ン

ト
を
か
く
し
て
、
し
か
も
そ
れ
を
「
う
ら
紙
」

と
う
そ
を
つ
い
た
か
ら
で
す
。
な
の
で
、
お
母

さ
ん
と
お
父
さ
ん
か
ら
の
信
用
を
な
く
し
、

禁
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ア
キ
ラ
も
お

母
さ
ん
た
ち
の
約
束
を
や
ぶ
っ
て
、
信
用
を

な
く
し
て
ゲ
ー
ム
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ア
キ
ラ
は
ぼ
く
と
似
て
い
ま
す
。
で
も
、
ぼ

く
は
ア
キ
ラ
の
お
母
さ
ん
も
悪
い
と
思
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
も
、
ゲ
ー
ム
の
見
守
り
設
定
を

し
て
あ
げ
れ
ば
、
ア
キ
ラ
は
こ
う
い
う
め
に

あ
わ
な
い
で
す
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
と
ぼ

く
は
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ゲ
ー
ム
が
で
き

た
と
し
て
も
、
設
定
で
二
時
間
し
か
で
き
な

い
の
で
、
ゲ
ー
ム
の
時
間
で
怒
ら
れ
る
こ
と

は
無
い
で
す
。
こ
の
部
分
だ
け
、
タ
カ
シ
と
同

じ
で
し
た
。　
　

　

親
も
、
ぼ
く
た
ち
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し

な
い
で
ほ
し
い
し
、
僕
た
ち
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
ょ
う
。
と
、
地
ご

く
に
い
る
ぼ
く
か
ら
み
ん
な
に
伝
え
た
い
で

す
。

優秀賞　附属小学校　2年　高原さん

優秀賞　諸富北小学校　6年　石橋さん

入選　大坪小学校　3年　江里口さん 入選　大坪小学校　3年　ふじ本さん

入選　諸富北小学校　5年　福本さん

優秀賞　春日北小学校　4年　高原さん

啓発動画感想文部門　最優秀賞
佐賀市立春日北小学校　4年　上村さん

　

た
か
し
く
ん
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。だ

け
ど
、
あ
き
ら
く
ん
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
か
し
く
ん
は
ち
ゃ
ん
と
ル
ー
ル
を

ま
も
っ
て
、あ
き
ら
く
ん
は
ず
っ
と
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
て
、た
か
し
君
は
せ
い
せ
き
が
上
が
っ

て
ゲ
ー
ム
を
か
っ
て
も
ら
っ
て
あ
き
ら
く
ん

は
せ
い
せ
き
が
さ
が
っ
て
ゲ
ー
ム
を
と
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
あ
き
ら
く
ん
が
自
分
で
ル
ー
ル
を

つ
く
っ
て
守
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
と
か
、

せ
っ
て
い
も
ま
た
つ
く
っ
て
も
ら
え
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
た
ら
あ
き
ら
く
ん
も
、
た

か
し
く
ん
み
た
い
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
た
か
し
く
ん
は
き
ま
っ
た
ル
ー
ル
を
ま

も
っ
て
す
ご
い
で
す
。

　

私
は
ゲ
ー
ム
時
間
は
き
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
宿
題
が
終
わ
っ
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
と

だ
め
。
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
お
こ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

天
国
と
地
獄
と
言
う
動
画
を
見
て
思
っ
た

事
は
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
で

す
。

　

タ
カ
シ
君
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
け
ど

あ
き
ら
君
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

あ
き
ら
君
は
さ
い
し
ょ
は
天
国
だ
っ
た
け

ど
後
か
ら
地
獄
に
な
っ
て
タ
カ
シ
君
は
さ
い

し
ょ
は
地
獄
だ
っ
た
け
ど
後
か
ら
天
国
に
な

り
ま
し
た
。

　

あ
き
ら
君
は
親
が
言
っ
た
ル
ー
ル
を
守
ら

ず
に
夜
お
そ
く
ま
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
て
タ

カ
シ
君
は
親
が
言
っ
て
い
た
ル
ー
ル
を
き
ち

ん
と
守
っ
て
え
ら
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
き
ら
君
は
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
た
ら
さ
い
ご
地
獄
に
な
ら
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

わ
た
し
も
今
度
か
ら
は
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
あ
き
ら
君
み
た
い

に
後
で
地
獄
に
な
る
と
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
も
タ
カ
シ
君
み
た
い
に
ち
ゃ
ん
と

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る
た
め
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

 

　

ぼ
く
は
、
家
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
動
画
を

見
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
こ
の
動
画
に
出

て
き
た
２
人
の
よ
う
に
ゲ
ー
ム
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
早
く
家
に
帰
っ
て

ゲ
ー
ム
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る

日
、
友
だ
ち
に
さ
そ
わ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
を
始
め
る
と
、ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
が
た
く
さ

ん
や
っ
て
い
る
事
に
気
付
き
、
み
ん
な
で
対
戦

し
た
り
、
一
対
一
で
戦
っ
た
り
し
ま
し
た
。
勝

ち
負
け
で
言
い
合
い
に
な
っ
た
り
、
学
校
で

は
言
わ
な
い
よ
う
な
汚
い
言
葉
で
ケ
ン
カ
に

な
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
み
ん
な
と
楽

し
く
ゲ
ー
ム
を
し
た
い
だ
け
だ
っ
た
の
に
全

く
楽
し
く
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
友

だ
ち
に
さ
そ
わ
れ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま

ゲ
ー
ム
を
始
め
て
し
ま
っ
た
の
で
家
族
に
相

談
し
て
ゲ
ー
ム
を
す
る
上
で
の
ル
ー
ル
を
決

め
ま
し
た
。
今
は
ゲ
ー
ム
も
友
達
と
遊
ぶ
こ
と

も
楽
し
い
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
楽
し

く
遊
ぶ
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
動
画
を
見
て
ぼ
く
は
、
ネ
ッ
ト
に
は
た

く
さ
ん
の
恐
ろ
し
い
事
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ま
だ
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
い
ざ
ス
マ
ホ
を
持
っ
た
時
に
は
注

意
し
な
い
と
い
け
な
い
事
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
み
は
怒
り
の
ま
ま
に
、
り
さ
の
下
着
の
写

真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
グ
ル
ー
プ
に
投
こ
う
し
ま
し

た
が
、こ
れ
は
犯
罪
に
な
り
イ
ジ
メ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
り
さ
か
ら
怒
ら
れ
た
と
し
て
も
や
り

す
ぎ
だ
し
、
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
り
さ
は
そ

の
ま
ま
学
校
に
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
こ
と
も
怖
く
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
ス
マ
ホ
を
使
う
時
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
友

達
と
の
関
係
に
は
十
分
気
を
つ
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
内
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ

か
ら
全
世
界
に
そ
の
写
真
や
動
画
が
拡
散
さ

れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

便
利
で
も
あ
る
反
面
、と
て
も
怖
い
も
の
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。写
真
や
動
画
を
無
断
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
す
る
事
は
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
事

を
常
に
忘
れ
ず
、
流
出
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
流

出
さ
れ
な
い
様
に
も
注
意
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

入選　諸富北小学校　6年　北川さん
　

情
報
モ
ラ
ル
啓
発
劇
を
見
て
い
る
と
、
深
く

考
え
ず
に
行
動
し
て
自
分
自
身
が
最
悪
の
事
態

に
陥
っ
た
り
、
ほ
か
の
人
に
大
き
な
迷
惑
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
私
は
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す

る
う
え
で
、
注
意
す
る
点
が
三
つ
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
一
つ
目
は
自
分
が
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
し
た
ら
ど
う
な
る
か
考
え
予
想
す
る
こ
と
で

す
。予
想
す
る
こ
と
に
よ
り
、問
題
が
起
こ
る
こ

と
を
未
然
に
防
げ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
二

つ
目
は
他
の
人
が
ど
う
思
う
の
か
を
考
え
る
こ

と
で
す
。考
え
て
行
動
す
る
こ
と
で
、自
分
自
身

も
他
の
人
も
不
快
な
思
い
を
し
な
い
か
ら
で

す
。三
つ
目
は
、自
分
自
身
の
欲
を
抑
え
る
こ
と

で
す
。ま
だ
や
り
た
い
、読
み
た
い
な
ど
の
欲
を

抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
す
る
べ
き
こ
と

（
宿
題
や
勉
強
を
し
た
り
、睡
眠
時
間
を
確
保
す

る
な
ど
）を
す
る
時
間
が
と
れ
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
こ
の
三
つ
の
こ
と
を
メ
デ
ィ
ア
を
使
う

時
に
、
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
普
段

生
活
す
る
中
で
も
予
想
し
て
か
ら
行
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。

入選　附属小学校　6年　戸原さん
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伊万里市立大坪小学校

小城市立三日月中学校
数多くの作品の応募と、授業で制作に取り組んでいただいた事を評価
いたしました。

学校賞

受賞作品は、ネットの安全・安心けいはつコンクール公式HPにて
公開しています。ぜひ、力作の作品をご覧ください！

https://www.it-saga.jp/contest/

メタバース空間を利用した作品展示
　 株式会社NTTコノキューが提供する仮想空間プラットフォーム「DOOR」を利用して、今回

初めて、メタバースでの作品展示を試みました。（令和5年2月20日(月)公開）

【メタバース作品展示を閲覧する方法】（パソコン・タブレット・スマホから閲覧できます）

①ネットの安全・安心けいはつコンクール公式HPから「メタバース作品展示」ページへ進み、
　『メタバース作品展示会場はこちら』のバナーをクリックしてください。

②マイクへのアクセスを「許可」
してください。（マイクは使用し
なくても大丈夫ですが、「許可」
は必要です）
※パソコンでは、マイクについ
て許可を求められないかもしれ
ません。

③「DOOR」を読み込むまで待っ
てください。

④「今すぐ入室」をクリック・
タップしてください。

⑤メタバース会場に入ることがで
きます。皆さんの作品をゆっくり
お楽しみください。

（会場内で、アバターの移動方法を
ご案内しています）
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